
第２回門真市学校給食調理業務委託プロポーザル審査委員会会議録 

会議の名称 第２回門真市学校給食調理業務委託プロポーザル審査委員会 

開催日時 令和４年 11月８日（火）午前 10時から午後３時 30分まで 

開催場所 門真市役所本館２階大会議室 

出席者 鈴木委員、大倉委員、十河委員、満永委員【途中退席】、脊戸委員、吉田委員

及び米田委員 

【事務局（教育総務課）】東谷課長補佐 

            寺原主査 

議題 ◎審査方法説明 

◎プレゼンテーション審査 

◎その他 

担当部署 （担当課名）教育部 教育総務課 

（電  話）06-6902-6413（直通） 

 

【事務局】 

開会に先立ちまして、お手元の資料の確認をさせていただきます。 

まず、議事次第でございます。 

資料１「配席表」 

資料２「審査委員会予定表」 

資料３「質問一覧表」 

資料４「審査評価個表」 

資料５「実施要領（抜粋）」でございます。 

 全ての資料が、揃っておりますでしょうか。 

 

次に、本日、委員７人中７人が出席されておりますので、この委員会は成

立していることをご報告いたします。 

それでは、この後の議事運営を委員長にお願いしたいと思います。 

委員長よろしくお願いいたします。 

 

【鈴木委員長】 

それでは、ただ今から「第２回門真市学校給食調理業務委託プロポーザル審

査委員会」を開会します。 

早速ですが、次第に基づき進めてまいりたいと思いますので、案件１の 

「審査方法の説明」について、事務局よりお願いします。 

 

【事務局】 

審査方法について事務局からご説明します。 

まず、本日の流れについて資料２「審査委員会予定表」をご覧ください。 

本日はこちらに書かれてある順に、各社がプレゼンテーションを行い、委員

の皆様にはそれぞれのプレゼンテーションに対して採点をしていただくこと

となります。 

次に、プレゼンテーション審査は、各社が 15 分以内で行い、その後、各委



員の皆様から所定の質問を順番に行っていただきたいと思います。 

質問項目につきましては、資料３「質問一覧表」をご覧ください。 

委員の皆様は、それぞれの質問に対する回答内容もふまえて採点をお願いい

たします。 

なお、全ての質問が終了してもまだ、時間が残っている場合は、再度補足で

質問をしていただいても結構です。 

次に、資料４「審査評価個表」について、ご説明いたします。お手数ですが

右上委員氏名欄にご記名をお願いいたします。 

左側に評価基準、その右の欄に項目ごとの配点を、その右には業者名を記載

しております。業者名の下には評価基準ごとに配点を５段階評価するため係数

を乗じた評価点を記載しております。委員の皆様には該当する数字に〇をつけ

ていただきます。５段階評価で最も優れている場合は一番左側の数値に〇をし

ていただきます。（例えば一番上段にある①業務実施・管理体制の学校給食施

設での経験を有する者や…という項目）であれば 10 という数字に〇をしてい

ただきます。委員一人当たりの満点は一業者あたり 105点とします。審査評価

個表の下部には、「A 非常に優れている B 優れている C 一般的である Dや

や劣っている E劣っている」となっていますが、業者の点数が 6割の点数に

満たない場合、その業者とは契約に関する協議を行いませんので、「C 一般的

である」を中心に採点された場合、６割に満たないことがあるため、ご注意い

ただきたいと思います。 

全てのプレゼンテーション終了後、約５～10 分程度、意見交換の時間をお

取りしますので、審査において疑問と感じられる点や、他の委員のご意見をお

聞きになりたい場合などは、その時間を活用いただいて、採点の修正等を行う

場合は、そこでお願いしたいと思います。 

意見交換が終了し、各自最終の採点が終わりましたら、事務局が審査表を回

収し、受託コスト・自己資本比率・決算状況と現在調理業務を実施している業

者についての加点減点を含めた集計作業に入ります。 

なお、予定表では意見交換のあとに、集計報告をすることとなっていますが、集

計に誤りがあってはいけないため、慎重を期すため後日集計を行い、報告させて

いただきたいと思います。 

  

【鈴木委員長】 

今、事務局から審査方法に関する説明がありました。この件について、何か

ご意見ご質問はございますか。 

 

【委員】 

  Cばかりつけていたら足切りとなってしまうので、業者の積極的な面を見て

A・Bをつけていく形で良いか。 

 

【事務局】 

  お見込みのとおりです。 

 



【委員】 

  「④危機管理」の異物混入、アレルギー事故等の件数について、そもそもの

契約件数が分からない場合は採点が難しいのではないか。契約件数が多けれ

ば、事故件数がおおくなるため。 

 

【鈴木委員長】 

  来年度以降の課題である。今回は、質問などで契約件数を聞いてみてもいい

だろう。 

 

【鈴木委員長】 

  それでは、プレゼンテーション審査をはじめます。 

  一番目の事業者に入室してもらってください。 

 

【①社 プレゼンテーション】非公開 

 

【事務局】 

  それでは、質疑応答に移ります。質疑のある委員は挙手をお願いします。 

 

【①社 質疑応答】非公開 

 

【事務局】 

  以上で①社のプレゼンテーションを終了します。ご参加いただきありがと

うございました。 

 

【①社退出】 

（委員による採点） 

 

【②社・③社・④社・⑤社・⑥社・⑦社 同様にプレゼンテーション及び質疑

応答実施】非公開 

 

【⑦社退出】 

 

【鈴木委員長】 

  それでは、ただいまから 10分程度、意見交換の時間を設けたいと思います。 

  それぞれのプレゼンをお聞きになり、一定採点はされておられると思いま

すが、ここで他の委員のご意見なども参考にされたい場合などは、遠慮なくご

発言いただきたいと思います。皆様、いかがでしょうか？ 

 

（各委員で意見交換）非公開 

（委員による採点） 

 

【鈴木委員長】 



  それでは、事務局は審査表を回収して下さい。 

これをもちまして、「第２回門真市学校給食調理業務委託プロポーザル審査

委員会」を閉会いたします。 

 


